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V 繊維製品について

2.柏 木川4遺 跡 出土の編布の分析

国立民族学博物館 吉本 忍

は じめに

 2006年8月 、北海道恵庭 市の柏木川右岸氾濫原 に所在す る柏木川4遺 跡の 旧河道底 に堆積 した泥炭

層か ら、炭化 した状態の編布 が1.2×0.6mの 範 囲で出土 した。放射性炭素年代測定 と周辺か ら出土 し

た土器型式 により、 これ らの編み布 は、縄文時代後期後葉(約3200年 前)の 遺物 と考 え られ てい る。

 筆者 は、働 北海道埋蔵文化財 センターか らの依頼 を受 けて、2006年10月 か ら編布の分析 を担 当 し、

同センター での 目視観察 に続 いて、2007年8月 か ら2009年4月 までのあいだ には、埼玉県川 口市の㈱

東都文化財保 存研究所 で保存処理作業 中の編布 を断続的 に目視観察 をお こな うとともに、マイ クロス

コープ(オ ムロン/3Dデ ジタル フ ァインス コー プVC3000)を 使用 した観察 も並行 してお こな った。

また、2008年 には、保存処理 を終 えた一一一一一・部の編布断片 を働北海道埋蔵文化財セ ンターに持 ち帰 り、マ

イクロス コープを使用 した観察 と破壊分析 をお こなった。 さらに、それ らの一部は国立民族学博物館

にお いても実体顕 微鏡(ラ イカ/手 術用顕 微鏡M651)を 使用 した観察 をお こな うとともに、編布 を

構成 してい る糸の繊維種の分析 を働 元興寺文化財保存研究所 に依 頼 した。 そ して2009年 には奈 良文化

財保存研究所 のX線CT装 置(㈱ 島津製作所SMX-100CT-D)に よる断層写 真撮影 をお こな った。

以下 は、そう したこれ までの非破壊分析、な らびに一部の破壊分析 を踏 まえた分析報告 である。

1.編 布の糸素材

1.糸 の外見的特徴

 編布を構成 している糸は、 目視観察によって植物性の靭皮繊維を素材としていることや、糸の太さ

には基本的にタテ糸と想定 される細い糸、 ヨコ糸と想定される細い糸、ヨコ糸と想定される太い糸の

3種 類があること、 さらに、 ヨコ糸 と想定される太い糸のうちには、途中から太い糸を構成している

繊維束の一部がループ状に捻 じられていることなどがあきらかになっている。そうしたタテ糸と想定

される細い糸、 ヨコ糸と想定される細い糸、ヨコ糸と想定される太い糸、およびヨコ糸と想定される

太い糸から派生したと見 られるループ状に捻 じった糸には、太さや撚りの有無をはじめとするさまざ

まな違いがあることから、以下では、それ らの糸の外見的な特徴を列記する。

 1.タ テ糸と想定される細い糸

  素材 一細い糸の素材は、植物性の靭皮繊維と見られる。

  糸の外観 一細い糸は、細 く裂いた植物性の靭皮繊維を複数本撚 りあわせて糸としたと見られる。

  なお、細い糸が撚 り継ぎをして長 くつないだ績み糸であるのか、結び合わせて長 くつないだ糸で

  あるのかということは不明で、撚 り継ぎをした痕跡や結び合わせた痕跡は確認できていない。

  太さ 一細い糸の直径はおおむね0.6～0.8mmで ある。

  撚りの有無 一細い糸は、いずれも撚 りがかかっていると見 られる。

  撚りの種類 一細い糸は、いずれも複数本の細 く裂いた靭皮繊維を引き揃えて撚 りをかけた片撚糸

  である。

  撚 りの方向 一細い糸の撚 りの方向は、いずれもS撚 りであると見 られる。

  撚 りの強度 一細い糸の撚 りの強度は一様ではないが、甘撚か中撚で、糸軸に対する撚線方向の傾
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 きを示す撚角度 は、おおむね20～50度 の範囲 にお さまってい ると見 られ る。

2 ヨコ糸 と想定 される細い糸

 素材 一細い糸の素材は、植物性 の靭 皮細胞 と見 られ る。

 糸の外観 一細い糸 は、細 く裂いた植 物性 の靭 皮繊維 を複数本撚 りあわせ て糸 とした と見 られ る。

 なお、細い糸が撚 り継 ぎを して長 くつないだ績 み糸であるの か、結 び合わせ て長 くつないだ糸 で

 あ るのか とい うことは不明で、撚 り継 ぎを した痕跡 や結 び合わせ た痕跡 は確認 できていない。

 太 さ 一細 い糸の直径 はおおむね1.2～1.6mmで ある。

 撚 りの有無 一細 い糸は、 いずれ も撚 りがかか っている と見 られ る。

 撚 りの種類 一細 い糸は、 いずれ も複数本の細 く裂 いた靭皮繊維 を引 き揃え て撚 りをかけた片撚糸

 であ る。

 撚 りの方 向 一細 い糸の撚 りの方 向は、いずれ もS撚 りであ ると見 られ る。

 撚 りの強度 一細 い糸の撚 りの強度 は一様 ではないが、甘撚か中撚 で、 糸軸 に対 する撚線方向の傾

 きを示 す撚角度 は、おおむね20～50度 の範囲 にお さまってい ると見 られ る。

3 ヨコ糸 と想定 され る太 い糸

 素材 一太 い糸の素材 は、植物性の靭皮繊維 と見 られ る。

 糸の外観 一太い糸 は、細 く裂いた植物性の靭皮繊維を複数 本引 き揃 えて束ね たままの状態 と見 ら

 れ、糸 とい うよりも繊維 束 とい うべき ものであ る。したが って、そう した太 い糸が績む ことによ っ

 て長 くされ てい るとい うことはあ りえない。 また、繊維束 の端、あ るいは繊維束 を構成 している

繊維の端を結び合わせ て長 くつないだ痕跡 も確 認で きていない。

太 さ 一太い糸の直径はおおむね2.8～3.5mmで あ る。

撚 りの有無 一太い糸は靭皮繊維 を束ね た ままの状態 であ り、撚 りはかか ってい ない と見 られる。

4 ヨコ糸と想 定 される太 い糸か ら派生 したと見 られ るループ状に捻 じった糸

素材 一ループ状 に捻 じった糸の素材 は、植物性 の靭皮繊維 と見 られ る。

糸 の外観 一ルー プ状 に捻 じった糸は、細 く裂 いた複数の靭皮繊 維 の束 に撚 りが けを しなが ら捻

 じった と見 られ る。 なお、 ループ状の 糸が撚 り継 ぎを して長 くつないだ績み糸であ るのか、結び

合わせ て長 くつ ないだ糸であるのか というこ とは不明 で、撚 り継 ぎを した痕跡や結 び合わせた痕

跡 は確認 できていない。

太 さ 一ループ状 に捻 じった糸の直径 はおおむね1.1～2.2mmで あ る。

撚 りの有無 一ルー プ状 に捻 じった糸 は、いずれ も撚 りがかか ってい ると見 られ る。

撚 りの種類 一ルー プ状 に捻 じった糸 は、いずれ も複数本の細 く裂 いた靭皮繊維 を引 き揃 えた束に

撚 りをか けた片撚糸 であ る。

撚 りの方向 一ループ状 に捻 じった糸の撚 りの方向は、 いずれ もZ撚 りである と見 られ る。

撚 りの強度 一ループ状 に捻 じった糸の撚 りの強度は一様 ではないが、甘撚か 中撚 で、糸軸に対す

 る撚線方向の傾 きを示す撚角度は、 おおむね20～50度 の範 囲にお さま っている と見 られ る。

2.糸 の繊維種

 柏木川4遺 跡出土の炭化 した編布を構成 している糸が、植物性の靭皮繊維であるということは、目

視観察であきらかになっていたが、科学的な根拠にもとつ く糸の繊維種の同定については、筆者がメ

ンバーとなっていた国立民族学博物館の文化資源プロジェク ト｢常 呂町栄浦第2遺 跡出土の箱型開孔

板綜続のレプリカもしくは模造品の製作および周辺情報の科学分析｣(代 表:日 高真吾准教授)を通じ
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て、働元興寺文化財保存研究所 に依頼 し、 同研究所研究員の井上美知子氏 に分析 をお こな っていただ

いた。以下 では井上美知子 氏の｢分 析報告書｣に も とづ き、分析結果 をあ きらか にす る。

 1.分 析資料

  柏木川4遺 跡出土 の炭化 した編布の素材 と して使用 され てい る糸の繊維腫を同定す るための分析

 には、以下の6点 の繊維 を使用 した。

  ① ブロ ックNo.4の うちにあ った綟 り編組織(後 述す る編布の基本構成要 素A1に 該 当)の タテ糸

   と想定 され る細 い糸か ら採取 した繊維

  ② ブロ ックNo.4の うちにあ った綟 り編組織(後 述す る編布の基本構成要 素A1に 該当)の ヨ コ糸

   と想定 され る細い糸か ら採取 した繊維

  ③ ブロ ックNo.5の うちにあ った綟 り編組織(後 述 す る編布 の基 本構成要素A1に 該当)の タテ糸

   と想定 され る細い糸か ら採 取 した繊維

  ④ ブロ ックNo.5の うちにあ った綟 り編組織(後 述 す る編布 の基 本構成要素A1に 該当)の ヨ コ糸

   と想定 され る細い糸か ら採 取 した繊維

 ⑤ ブロ ックNo.6の うちにあ った綟 り編 組織(後 述す る編 布の基本 構成要 素Bの 直線 状の ヨコ糸

  部分 に対 して綟 られてい るA4に 該 当)の タテ糸 と想定 され る細 い糸か ら採取 した繊維

 ⑥ ブロ ックNo.6の うちにあ った綟 り編組 織(後 述す る編 布 の基 本構 成要素Bに 該 当)の ヨコ糸

   と想定 され る太い糸か ら採取 した繊維

 2.標 準試料

 分析資料6点 の繊維種 の同定 にあ た っては、走査型電子顕微鏡観察の結果、ルー メン(内 腔)が

見 られた ことか ら、北海道 に自生す る繊維素材の中 でエ ゾイラクサ とツルウ メモ ドキの可能性 が高

いことが判 った。 そこで、北海道美幌町 で採取 したエ ゾイラクサ と北 海道千歳市 で採取 した ツルウ

メモ ドキを炭化 させ、標準試料 として採 用 した。また、エ ゾイ ラクサ と同 じイ ラクサ科の うちには、

北海道か ら九州にか けて自生 してい るカラムシ(苧 麻)が あ ることか ら、 福島県昭和村 で採取 した

カラムシ も標準試料 として採用 した。 これ らの標 準試 料3点 の詳細 は下記の とお りであ る。 なお、

分析資料6点 は、 いずれ も炭化 していた ことか ら、標 準試 料 としたエ ゾイラクサ とカラムシの繊維

は、それぞれ アル ミ箔 に包んで ガスバ ーナーで加熱 して炭化 させたうえで、分析 資料 との 比較分析

 をお こな った。

 ① エ ゾイラクサ(乙 ケ乙たヨ｣ρ勉ζ巧ρ励):イ ラクサ科 イラクサ属 エ ゾイラクサの靭皮繊維

  北海道美幌町 で採取。

 ② ツルウメモ ドキ(Celastrus orbiculatus):ニ シキ ギ科 ツル ウメモ ドキ属の靭皮繊維

  北海道千歳市で採取。

 ③ カラムシ(Boehmeria nivea var. niponoflivθa):イ ラクサ科 カラムシ属 カラムシの靭皮繊維

  福 島県昭和村で採 取。

 3.使 用機器

 柏木川4遺 跡出土資料 の繊維腫の分析 にあた って使用 した機器 は下記の とお りであ る。

 ①走査型電子顕微鏡(以 下SEM)(㈱ 日立製作所S-3500N)

 ②マ イクロス コープ(㈱ キーエ ンス製VHX-200)

4.観 察方法

  1)分 析資料の観察 と写真撮影

  柏木川4遺 跡 出土の炭化 した編布か ら採 取 した繊維 は炭 化 してお り、水 を含 んだ状態 であ った
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ことか ら、冷凍庫で凍結 させたのちに、冷凍 庫内で約20日 間にわ た って 自然乾燥 をお こな った。

その後、 マ イクロス コープで表面 観察 と写 真撮影(写 真1～6)を お こな った。つづい てピンセ ッ

トを用いて繊維 断面 を表 出させ、SEMで 繊維 断面 と繊維表面の観察(SEM観 察条件:真 空度

10～25Pa・ 加速電圧10～15kV)と 写真 撮影(写 真7～12)を お こな った。た だ し、繊維 断面の

観察 にさい しては、繊維 が脆 く平滑 でない ことや撚 りのかか った繊維が多 いことな どか ら正確な

断面 を表 出 させるこ とは困難 であ った。

2)標 準試料の観察 と写真撮影

 ピンセ ッ トを用 い て繊維 断面 を表 出 させSEMで 繊 維断面 と繊維表 面 の観察(SEM観 察条

件:真 空度20～30Pa・ 加速電圧15～25kV)と 写真撮影(写 真13～15)を お こなった。

3)分 析資料 と標準試料の比較

 柏木川4遺 跡か ら出土 した編布か ら採取 した炭化繊維6点 と標準試料 とした炭化繊維3点 の断

面お よび表面の組織構造 を比較 した。

5.同 定結果

 分析資料6点 の繊維断面は、すべて楕円形で、それ らの繊維断面内部には、いずれも楕円形のルー

メンが観察された。 また、エゾイラクサ、ツルウメモ ドキ、カラムシを炭化させた標準試料3点 の

繊維断面も楕円形で、それらの繊維断面内部にもルーメンが観察された。

 分析資料6点 のうちには、繊維表面が劣化や組織の崩壊のため、繊維i方向に直行する節状の箇所

が観察できないものもあった。 また、標準試料 としたエゾイラクサ とカラムシの炭化繊維では、断

面と表面のいずれについても組織構造の相違点が明確ではなく、それぞれの繊維の特徴をみいだせ

なかった。さらに、ツルウメモ ドキの炭化繊維では、分析資料6点 、およびエゾイラクサとカラム

写真1 分析資料①のタテ糸と想定される細い糸から採取 した繊維のマイクロスコープ画像

写真2 分析資料②のヨコ糸と想定される細い糸から採取 した繊維のマイクロスコープ画像
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写真3 分析資料③のタテ糸と想定 される細い糸から採取 した繊維のマイクロスコープ画像

写真4 分析資料④のヨコ糸と想定される細い糸から採取した繊維のマイクロスコープ画像

写真5 分析資料⑤のタテ糸と想定される細い糸から採取 した繊維のマイクロスコープ画像

写真6 分析資料⑥のヨコ糸と想定される太い糸から採取 した繊維のマイクロスコープ画像

一227一



柏木川4遺 跡(4)

a一 繊維断面 b一 繊維表面

写真7 分析資料①のタテ糸と想定される細い糸から採取した繊維のSEM画 像

a一 繊維断面 b一 繊維表面

写真8 分析資料②のヨコ糸と想定される細い糸から採取 した繊維のSEM画 像

a一 繊維断面 b一 繊維表面

写真9 分析資料③のタテ糸と想定される細い糸から採取 した繊維のSEM画 像

a一 繊維断 面 b一 繊維表面

写真10　 分析資料④のヨコ糸と想定される細い糸から採取 した繊維のSEM画 像
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a一 繊維断面 b一 繊維表面

写真11分 析資料⑤のタテ糸と想定される細い糸から採取 した繊維のSEM画 像

a一 繊維 断面 b一 繊維表面

写真12分 析資料⑥のヨコ糸と想定される細い糸から採取 した繊維のSEM画 像

シの炭化繊維 と断面の大きさを比較すると、ツルウメモ ドキの断面のほうが大きいもの(写 真14-

a)と 、断面の大きさに大差のないもの(写 真14-b)が 見られた。

 以上のことか ら、分析資料6点 の繊維種はすべてイラクサ科の靭皮繊維の可能性が高いといえ

る。ただし、標準試料 としたエゾイラクサとツルウメモ ドキとカラムシは、いずれも炭化の程度に

より断面形状が大きく異なる。また、それぞれの植物の部位や生育度の違いによって断面形状が異

なることも予想される。そしてさらに、分析資料6点 については、断面形状の大きい部分が崩壊 し

ていることも考えられる。 したがって、今回の分析では、分析資料6点 の繊維種をイラクサ科の靭

皮繊維 と断定することはできず、分析資料6点 の繊維種がツルウメモ ドキの靭皮繊維であった可能

性も否定することができなかった。

付記

 今回の分析では、残念ながら分析資料6点 の繊維種を特定することができなかったが、正確な同

定結果を得るための今後の課題 としては、分析資料 と標準試料の繊維の断面のほかに、繊維表面の

条線や節など構造上の特徴を追跡 し、同定の根拠を増やすことが必要であると考えられる。

一229一



柏木川4遺 跡(4)

a一 繊維 断面 b一 繊維表面

写真13 エゾイラクサ(標 準試料①)のSEM画 像

a一 繊 維断面1 b一 繊維断面2

c一 繊維表面

写真14 ツルウメモ ドキ(標 準試料②)のSEM画 像

a一 繊維断面 b一 繊維表面

写真15 カラムシ(標 準試料③)のSEM画 像
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V 繊維製品について

皿.編 布の組織

 柏木川4遺 跡 か ら出土 した編布 は、劣化が進ん で糸の繊維が重な りあ った状 態 で平面的な広が りを

見せ ている部分や、不明瞭なが らも編 まれ ていた痕 跡を確 認す ることので きる部分が大半を占め てい

る。 しか し、編組織が確認 できる部分や、編組織を構成 す るタテ糸や ヨコ糸が、 糸、 あ るいは繊維束

の状態で露 出 してい る部分 も、 さまざ まな大 きさの編布 断片 として、 かな り残存 してい る。 それ らの

編組織や 糸の露 出状況な どは一様ではな く、 これ までの観察 では編布 を構成 している基本的 な要素 と

して、6種 類の綟 り編組織 と、綟 り編 組織 以外 の6種 類 をあわ せた合計12種 類 を確認 している。以下

では、 そう した編布の断片に認 め られ る個 々の基本構成要素 をあ きらか に したうえで、編布 の断片 に

認め られ る基本構成要素の具体 的な複合例 を提示 し、柏木川4遺 跡 か ら出土 した編布の全容 を解明す

る手掛 か りとしたい。

1.編 布の基本構 成要素

 編布の断片に認め られ る基本構成要素 として、6種 類の綟 り編組織 と綟 り編組織以外の6種 類の構

成要素 を確認 してい る。以下 では、それ ら12種 類 の基本構成要素 を便宜的 に、A1、 A2、 A3、 A4、 AX 1、

AX2、 B、 CIN、 CIW、 C2N、 C2W、 Dと いう コー ド名称 であ らわ し、それぞれ の概要 を記す ことと

する。

 A1:ヨ コ糸 と想定 され る細い糸1本 に対 して、 タテ糸 と想定 され る細 い糸4本 が2本 ず つ引 き揃

 えた状態でZ綟 りとな って、 タテ糸 と想定 され る糸 と同 じ方向 に連続 してい る綟 り編組織。

 A2:ヨ コ糸 と想定 され る太 い糸1本 に対 して、 タテ糸 と想定 され る細 い糸2本 がS綟 り とな って、

 タテ糸 と想定 され る糸 と同 じ方向 に連続 してい る綟 り編組織。

 A3:ヨ コ糸 と想定 され る太い糸1本 に対 して、 タテ糸 と想定 され る細 い糸4本 が2本 ず つ引 き揃

 えた状態 でZ綟 りとなって、 タテ糸 と想定 され る糸 と同 じ方向に連続 してい る綟 り編組織。

 A4:ヨ コ糸 と想定 される1本 の太い糸 に対 して、 タテ糸 と想定 され る細 い糸4本 が2本 ず つ引 き

 揃えた状態 でZ綟 りとなってお り、 さらにそれ らの細い糸4本 が布面 の片側 で別 の細 い糸4本 と綟

 り合わされ て、 タテ糸 と想定 され る糸 と同 じ方向に連続 している と見 られる綟 り編組織。

 AX 1:A1が タテ糸方 向に連続 した1列 の綟 り編組 織の上 に、 A1の ヨコ糸 と想定 され る細 い糸2本

 に対 して、A1の タテ糸 と想定 され る細 い糸 とは別の タテ糸 と想定 され る細 い糸2本 がZ綟 りとな っ

 て覆 いかぶ さるように編み込 まれて、 タテ糸 と想定 される糸 と同 じ方 向に連続 している と見 られ る

 綟 り編組織。

 AX2=A1が タテ糸方向 に連続 した2列 の綟 り編組織 の上 に、 A1の ヨ コ糸 と想定 され る細い糸3本

 に対 して、A1の タテ糸 と想定 される細 い糸 とは別 のタテ糸 と想定 され る細 い糸2本 がZ綟 りとな っ

 て覆 いかぶ さるように編み込 まれ て、 タテ糸 と想定 され る糸 と同 じ方向 に連続 していると見 られ る

 綟 り編組織。

 B:布 面の一 方で、 ヨ コ糸 と想定 され る太い糸か ら派生 した糸が捻 じられてルー プ状 を呈 して、 タ

 テ糸 と想定 され る糸 と同 じ方 向に連続 している。

 CIN:ヨ コ糸 と想定 され る直線状 の細 い糸が狭 い幅で露 出 して、 タテ糸 と想定 され る糸 と同 じ方向

 に連続 している。

CIW:ヨ コ糸 と想定 され る直線状の細 い糸が広 い幅 で露 出 して、 タテ糸 と想定 され る糸 と同 じ方

 向に連続 している。

C2N:ヨ コ糸 と想定 され る直線状 の太 い糸が狭 い幅 で露 出 して、 タテ糸 と想定 され る糸 と同 じ方 向
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に連続 してい る。

C2W:ヨ コ糸 と想定 され る直線状 の太い糸が広 い幅 で露 出 して、 タテ糸 と想定 され る糸 と同 じ方

向に連続 している。

D:C2Wの ヨコ糸 と想定 され る直線状 の太い糸が平 行 して並 んでいるあいだに認め られ る孔状 の空

隙

2.編 布の断片に見る基本構成要素の複合例

 柏木川4遺 跡から出土した編布の大小 さまざまな断片に見いだされる基本構成要素のうち、Dの 孔

状空隙以外は、いずれもタテ糸と想定される糸 と同じ方向に連続 して列をな し、その両側には同じ基

本構成要素、あるいはD以 外の他の基本構成要素が、やはりタテ糸と想定される糸と同じ方向に連続

して列をなした状態で連なって、編布の各部を構成 している。そうした複数の基本構成要素の複合例

としては、これ までの観察では、以下に提示する編布断片A～Fの6種 類を確認 している。そして、

写真16 編布断片A(6-OO)の 表側 と想定 され る面(表?)

写真17編 布断片A(6-00)の 裏側 と想定 され る面(裏?)
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V 繊維製品について

写真18 太 い糸か ら派生 した糸が捻 じられ てループ状 を呈 した部 分(6-66)

写真19-a 基本構成要素A4の タテ糸 と想定 され る細 い糸(6-28)

写真19-b 基本構成要素A4の タテ糸 と想定 され る細い糸(6-28)

編布の大小 さまざまな断片のすべ てにおいて確認 するこ との できる基本構成要素の複合例 は、 これ ま

での ところ編布断片A～Fの いずれ か と同様 であるか、編布断片A～Fの いずれかの一部 と共通 して

い ると判断 してい るが、今後 にA～F以 外 のあ らたな複合例が見いだ され る可能性 もな くはない。

編布断片A(6-OO)一 A4/A3/BIA31BIA31A4/C2W+DIA4/A3/B/A3/BIA3/A4

 この編布 断片は、A4、 A3、 B、 C2W、 Dと い う5種 類 の基本構 成要素 が複 合 してい る と想 定 され

る。 この編布 断片に認め られ る基 本構 成要素A3の 細 い糸4本 が布面 の片側 で別の細 い糸4本 と繧 り

合わ され てい ると見 られる部分 と、基本構成要素Bの 太い糸か ら派生 した糸が捻 じられてループ状 を

呈 している部 分は、 ともに写真16に お いて確認 できる。 これ らはいずれ も編布の装飾性 を高め るため

の意図的な表 現であ った と考 え られ、 この編布の表裏 につい ては、写真16が 表で写 真17が 裏であ ると

想定 され る。 また、 この編布断片 に認め られ る基本構成要素Dの 孔状 の空 隙を ともな った基本構成 要

素の複合例は、 この編布断片 を含め て3点 を確認 してい ることか ら、偶 然にで きた ものではな く、意

図的 につ くられた と考 え られ る。 そ して、 この ような孔 状の空隙 は、基 本構 成要素A4の タテ糸 と想

定 され る4本 の細 い糸を2本 ずつ引 き揃 えた状態でZ繧 りとす るさいに、 孔状 の空 隙に隣接 す るヨコ

糸と想定 され る太い糸を強 く引 き締め ることによ ってつ くりだ されたか、孔状 の空 隙に紐状、 あるい
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は棒状のなにかが通 されていた ことによ ってつ くりだ された と想定 され る。 なお、写真18は 基本構成

要素Dを ともな った編 布断片の一部を破壊 分析 し、 ヨコ糸 と想定 され る太 い糸か ら派生 した糸が捻 じ

られてループ状を呈 した部分 を取 り出 した ものの写真 である。 また、写真19-aと 写真19-bは 、基

本構成要素A4を ともな った編 布断片の一部 か ら太 い糸を取 り除 くという破壊分析 を行 い、 タテ糸 と

想定 され る4本 の細い糸が2本 ず つ引 き揃 えた状態 でZ綟 りとなった部分 と、それ らの細い糸4本 が

布面 の片側で別の タテ糸 と想定 され る細 い糸4本 と綟 り合わ され ている と見 られ る部分を2方 向か ら

撮 影 した写真 であ るが、 ヨコ糸 と想定 され る1本 の太 い糸 と合計8本 の タテ糸 と想定 され る細 い糸で

構成 されてい る綟 り編 組織 の詳細 については、 い まだ十分 な分析が できていない。

編布断片B(6-11②)-C2NIA2/A31C2NIA3/C2W

 この編 布断片は、C2N、 A2、 A3、 C2Wと い う4種 類の基本構成要素が複合 してい ると想定 される。

この編布断 片に認め られ る基 本構成要素A2で は、 ヨコ糸 と想定 され る太い 糸1本 に対 して、 タテ糸

と想定 され る細い糸2本 がS綟 りとな ってお り、基 本構成要素A2で は、 ヨ コ糸 と想定 され る太い糸

1本 に対 して、 タテ糸 と想定 され る細 い糸4本 が2本 ずつ引 き揃えた状 態 でZ綟 りとな っている。た

だ し、基 本構成要 素A2とA3の ヨコ糸 と想定 され る太い糸 は同 じ繊維束 で構成 された もの ではな く、

A2の ヨコ糸 と想 定され る太い糸の繊維束 は、 A3の ヨコ糸 と想定 され る太 い糸 の繊 維束 を2つ に分割

した片方の繊維束 と、 隣接す る太 い糸の繊維束 を2つ に分割 した片方の繊維 束をあわせて1本 の太い

糸に した状態 で綟 られ てい る。左端 は基本構成要素C2Nの ヨコ糸 と想定 され る直線状の太い糸が狭い

幅 で露 出 してい るが、その基本構 成要素 は右端 と同様 にC2Wの ヨコ糸 と想 定 され る直線 状の 太い糸

が広 い幅 で露 出 していた可能性 もある。 なお、柏木川4遺 跡出土の編布 断片の うちで、基本構成要素

A2に 認 め られ るS綟 りは、 この編布断片のみ で確認 している。

写真20編 布断片B(6-11②)

編布 断片C(6-53)一 C2N/A3/A3/C2WIA31A3/C2N

 この編布 断片 は、C2N、 A3、 C2Wと い う3種 類の基本構成 要素が複合 してい ると想定 され る。 こ

の編布断 片では、基本構成 要素C2Wの ヨコ糸 と想 定 され る太 い糸が平行 して並 んでお り、その両側

に は、それぞ れ基 本構成要 素A3の タテ糸 と想定 され る細 い糸4本 が、2本 ずつ引 き揃 えた状態 でZ

綟りとな って2列 に並 んでい る。 両端 は基 本構成要 素C2Nの ヨコ糸 と想定 され る直線状 の太 い糸が狭

い幅 で露 出 しているが、 それ らの基本構成 要素 はC2Wの ヨ コ糸 と想定 され る直線 状の太 い糸が広 い

幅で露 出 していた可能性 もあ る。
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写真21編 布断片C(6-53)

編布断片D(4一 ①)一 CIW!AlIClW

 この編布断片は、CIWとA1と い う2種 類の基本構 成要素が複合 してい る と想定 され る。 中央 部分

が基本構成要 素A1で 、 ヨコ糸 と想定 され る細い糸1本 に対 して、 タテ糸 と想定 され る細 い 糸4本 が

2本 ずつ引 き揃 えた状 態 でZ綟 り とな ってお り、その両側 に基本構成要 素CIWの ヨ コ糸 と想 定 され

る直線状 の細 い糸が広 い幅 で露 出 している。基本構成 要素CIWの 細 い糸 は撚 りが ほ とん どかか って

いないよ うに見えるが、本来 は撚 りがかか っていた ものの、低湿地に埋 まっていたあいだに劣化が進

んで、撚 りがほ どけたもの と考え られ る。

写真22編 布断片D(4-01①)

編布断片E(5-01①)一 一 Cl NIAI ICI N/A1/AX1+AX2/Al・ICI・N/A1/CI N

 この編布断片 は、CIN、 A1、 AX1、 AX2と い う4種 類の 基本構 成要 素が複 合 してい る と想定 され

る。 これ は、基本構成要素の複合例 の編布 断片Aと ともに、柏 木川4遺 跡 出土の編布の なか でも っと

も複雑 な綟 り編組織 である といえる。 このような基本構成要素 の複合例 は、 出土資料の うちに数多 く

確認 してい るが、その多 くは劣化 がかな り進 んでいる。 この編布断片 は、 それ らの うちでも っとも良

好な状 態であ るが、 もっ とも複雑 な綟 り編組織 を構成 してい る標記 の コー ド名称 に示 した中央 部の

AX 1+AX2の 部 分 につい ては、編布断 片が ブロ ック5に 付着 してい て裏面の 確認 が できてい ない こ

とや、 タテ糸や ヨコ糸 と想定 され る糸の相互の関係が不明瞭 であ るため、現状 では基本構成要素AX 1

(A1が タテ糸方向に連続 した1列 の綟 り編 組織Fの 上 にA1の ヨコ糸 と想定 され る細 い糸2本 に対 し

て、A1の タテ糸 と想定 され る細 い糸 とは別の タテ糸 と想定 され る細 い糸2本 がZ綟 りとな って覆 い

かぶ さるように編み込 まれ た と見 られ る綟 り編組織)と 、AX2(A1が タテ糸方 向に連続 した2列 の

綟り編組織の上に、A1の ヨコ糸 と想定 され る細 い 糸3本 に対 して、 A1の タテ糸 と想定 され る細 い糸
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とは別の タテ糸 と想定 され る細い糸2本 がZ綟 りとな って覆いかぶ さるよ うに編 み込 まれ たと見 られ

る綟 り編組織)が 複合 した綟 り編組織 であ ると しか説明で きない。 なお、 この編布断片Eは 、単独 の

断片 ではな く、編布断片Fに 連続す るもの であ り、 編布断片Fと ともにブロ ック5-01①(図V-6参

照)の うちにあ る。

写 真23編 布断片E(5-01①)

編布断片F(5-01①)-AIIA1/?/A1/A1/ClW/A1/CIWIA1

 この編布断片 は、A1とCIWと い う2種 類 の基本構成要 素が複 合 してい ると想定 され る。細 いヨ コ

糸 と想定 され る糸は、いずれ もかな り劣化が進 んでい るものの、写真24の 右側部分 では、基本構成要

素A1とCIWが 交互に列 をな している ことは間違 いない と考 え られ る。 しか しなが ら、写真24の 左側

部 分 につ いては、基本構成要 素A1が2列 ごとに並 んで構成 され た2組 の あいだ に、いか なる編組織

であるのか判定 できない不明な部分 が含 まれ ている。 この不明 な部分 を構成 してい る糸については、

これ までの ところ両側のA1の ヨコ糸 と想定 され る2本 の糸 に対 して、 タテ糸 と想定 され る4本 の細

い糸が2本 ずつ引 き揃 えた状態 でZ綟 りとな ってい る と見 られ、基本 構成要素A2かA3、 も しくは、

それ らと類似 した新 たな基 本構成要素 として位置づ け られ る部分 ではないか と考え られ るが、編布断

片 がブロ ック5に 付着 していて裏面の確認が できていないこ とや、同様の基本構成要素の複合例 を確

認 できていない ことか ら、判断 は差 し控え てお きたい。なお、 この編布断片Fは 、単独 の断片 ではな

く、編布断片Eに 連続す るもの であ り、編布断片Eと ともにブロ ック5-01①(図V-6参 照)の うち

にあ る。
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写真24 編布断片F(5-01①)

皿.編 布の製作技法と糸の方向性

 柏木川4遺 跡 出土 の編布 は、 さきに編布の組織の項 で提示 してい るよ うに、基 本的 に綟 り編技 法に

よって製作 されたこ とがあき らか であ る。綟 り編組織の編物の製作技 法 としては、わ が国では一般 に

桁 とコモ槌を使 用 した製作技法が古代か ら現代 に至 るまで継承 され てお り、 北海道 においてもアイ ヌ

民族の伝統的 な編物製作技法 と して受 け継がれ てい る。 また、北海道 の忍路土場遺跡 の縄 文時代後期

の地層か らは、 さきに提 示 した編布 の基本構成要素 の うちのA1に 該 当す る綟 り編組織 の編布の断片

(1号 作業場跡)と 、 コモ槌 と桁の支台 と想定 され る木 製遺物(2号 作業跡 図版V-9)が 出土 し

ている(北 埋調報53)。 したが って、 柏木川4遺 跡 か ら出土 した編布 もまた、桁 とコモ槌を使用 して

製作 された可能性が大 であ るといえ、柏木川4遺 跡出土の編 布が桁 とコモ槌 を使 って製作 され た と仮

定す るな らば、 さきの｢編 布 の糸素材｣の 項 と、 その後 に続 く記述 のなか で、｢タ テ糸 と想定 され る

細 い糸｣と した部分は｢細 い タテ糸｣に 、｢ヨ コ糸 と想定 され る細い糸｣と した部分 は｢細 い ヨコ糸｣

に、そ して、｢ヨ コ糸 と想定 され る太い糸｣と した部分は、｢太 い ヨコ糸｣に 書 き換 え られ るこ ととな

る。ただ し、 ペルー ・アンデスの カラル遺跡か ら出土 したB.C.3000年 頃の遺物の うちには、綟 り編技

法に よって製作 され たポ ンチ ョがあ り、 その製作技法 としては、2本 の棒 に平行 に張 り渡 した糸 に、

針 に通 した2本 の 糸を綟 りあわせた と考え られ てい る。 したが って、柏木川4遺 跡 出土の編布が、 カ

ラル遺跡 出土のポ ンチ ョの製作技法 として想定 されている技法 と同様の技法 で編 まれ た可能性 も否定

できず、仮 に柏木川4遺 跡出土の編 布がカ ラル遺跡出土 のポンチ ョの製作技法 と同様の技法 で編 まれ

た と考える と、編布 を構成す る細 い糸や 太い糸の方向性 は特定 できないこ ととなる。

おわ りに

 日本でこれまでに出土している縄文時代の編布 としては、秋田県の中山遺跡出土の漆漉 し布 として

使われたと考えられる綟り編組織の編布をはじめとして、少なからぬ出土例が知 られている。しか し、

それらはいずれもヨコ糸と想定される1本 の糸に、タテ糸と想定される2本 の糸を綟 り合わせたと見

られるもっとも基本的な綟 り編組織の編布であり、柏木川4遺 跡出土の編布のうちに見いだされるよ

うな、ヨコ糸と想定される1本 の糸にタテ糸と想定される4本 の糸が2本 ずつ引き揃えにして編まれ
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てい る綟 り編組織や、 ヨコ糸 と想定 され る1本 の糸 とタテ糸 と想定 され る8本 の糸で構成 された綟 り

編組織 をは じめ とす るきわめ て複雑な綟 り編組織 が複合 した例 は皆無 であ る。 また、柏木川4遺 跡 か

ら出土 した編布の大小 さまざまな断片の うちに、6種 類の綟 り編組織 をは じめ とする12種 類の基本構

成要素があ り、 それ らの複合例 として、編布断 片A(A4/A3/B/A3/B/A3/A4/C2W+D/A4/B/A3/B/A3/

B/A3/A4)、 編布 断片B(C2N/A2/A3/C2N/A3/C2W)、 編布 断片C(C2N/A3/A3/C2W/A3/A3/C2N)、

編 布断 片D(ClW/A1/CIW)、 編布 断片E(CIN/A1/CIN/A1/AX1+AX2/A1/CIN/A1/CIN)、 編 布断

片F(A1/Al/?/A1/A1/ClW/A1/ClW/A1)の6種 類 を提 示 してい るが、 これ らの基 本構成 要素の複

合例の存 在は、編布がかな り複雑 な模様表 現を意 図 してつ くられたものであ った ということをあ きら

かに してお り、綟 り編 組織 で意図的に模様 をあ らわ した編布 は、わが国 では考古資料のみな らず、歴

史資料において も類例 を見ない。

 一・方、 海外に 目を向けて見 ると、 ペルーのワ カ ・プ リエ ッタ遺 跡のB.C.2000～3000年 頃 とされ る出

土資料 の うちに、綟 り編 によ って鳥をは じめ とす るさまざまな模様 をあ らわ した編布(メ トロポ リタ

ン美術館 蔵)が あ る。 しか し、 それ らの編布 に して も、柏木川4遺 跡 出土 の編布の1本 の ヨコ糸 と想

定 され る糸 と8本 の タテ糸 と想定 され る糸 で構 成 され てい るよ うな複雑 な綟 り編組 織 は見 いだせ な

い。 したが って、柏木川4遺 跡 出土の編布 は、世界的 にも類例 を見ない稀有の資料 として位 置づけ ら

れ る。

 なお、柏木川4遺 跡 出土の編布の さまざまな断片が、 も とはどの ような形状 を呈 していたのか とい

うこ とにつ いてはあき らかではな く、 それ らの断片の うちには編布が縫い合わ され ていた痕跡 も確認

できていない。 しか し、 それ らの編布断片 のタテ糸 と想定 され る糸や ヨコ糸 と想定 され る糸が、 いず

れ も断続的 に重 な りあ って出土 した こ とか らは、 さまざまな編布 の断片 が本 来 は一 点の編布 製品 で

あ った という可能性 を浮 かび上が らせ てお り、確証 はないものの縄文人の衣装 であ った可能性 が高い

と考 え られ る。

 以上 は、柏木川4遺 跡 出土の編布 につ いて、 これ までにお こなってきた分析結果の概要であるが、

とりわ け編布 の糸素材や複雑 な綟 り編組織 につ いては、今 も分析 を継続 してい る。 と くに綟 り編組織

の分析 にお いては、 これ までに実体顕微鏡、マ イクロス コープ、X線CT装 置を使用 してきた。 しか

しなが ら、奈 良文化財研究所 で撮影 したX線CT装 置 による断層写真につい ては、未だ解析 を終 えて

お らず、本稿 ではそれ らのデー タはまった く使用 していな い。 したが って、 今後 にX線CT装 置の断

層写真の解析 をは じめ とした分析結果 につい ては、 できるだけ早 い時期 に、 あ らためて詳細 な成果報

告 をお こない たい と考 えてい る。

付記

1.柏 木川4遺 跡か ら出土 した編布が炭化 してい ることについては、赤外線写真撮影 の結果か ら間違

  いない ことと考え られ てい る。 しか しなが ら、 編布 を取 り上 げたさいには、 かな り柔軟性があ っ

  た と報告 され てい る。 さらに、実体 顕微鏡やマイ クロス コープによ る観察 では、 糸の 内外 は一様

  に完全な炭 化状 態 を見せ てい るに もかかわ らず、 直角に折 れ曲が った状態 で出土 した断片 を保存

  処理中に筆者が ピンセ ットを使 用 して、 折れ曲が ってい る部分 を押 さえつけて全体 を平面に した

  さいに も、綟 り編組織は まった く損傷す ることがなか った。 炭化 した繊維製 品にそう した柔軟性

  がそなわ ってい ることは、常識 的には考 え られない ことであ り、今後 には炭化の実態 について、

  さらに精査す る必要があ ると考 え られ る。

2.編 布 が出土 した柏木川4遺 跡 の旧河道1か らは、木製の容器 が4点(図 版32・33参 照)、 槌状木
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製品(写 真25参 照)が12点 、加 工木(部 材)(図 版34～36参 照)が4点 、 さ らにゆ るや かな膨 ら

みのあ る台石(写 真25参 照)が2点 出土 してい る(旧 河道1と 木 製品1～4の 合計)。 これ らの

うち、槌状木製品のゆ るやかに窪んでい る打撃面 と想定 され る部分 と石 のゆ るやかな膨 らみのあ

る部分 とを合わせ て見 ると、双方の凹凸部は きわ めて整 合性 が高 く、槌状木製品 の窪み は、膨 ら

みの ある石 に打 ちつけ ることによ って生 じた使用痕 である可能性 が高 い と考 え られ る。 また、 出

土地点が 旧河道 であ ることや、加工木(部 材)が 同 じ地点か ら出土 してい ることか ら、あ えて想

像 をた くま しくす るな らば、 可能性 のひ とつ として、槌状木製 品 と台石 が編布の 糸素材 と しても

ちい られた植物の茎、 あ るいは樹皮 な どか ら、靭皮繊維 を取 り出す ための砧打 ちに使われ、加工

木(部 材)は 砧打 ちを したあ とに川 を流 れる水 で洗 った靭皮繊維 を掛 けて干 すため に使われ た と

いうこ とが浮かび上が って くる。

写真25 槌状木製品と台石
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